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経済・環境・社会の好循環による持続可能な地域社会づくり
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下川町

北海道下川町の概要1

人 口：3,383人(H28.4.1)
高齢者：1,440人(39.6％)
面 積：644.2km2(東京23区同等)
森 林：569.8km2(総面積の88％）
気 候：夏+30℃以上、冬△30℃以下

Tokyo

Sapporo

ソチ五輪 スキージャンプ
銀メダルリスト 葛西紀明選手など

人口の約80%が中心市街地に居住
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(人) 下川町の人口推移（国勢調査）
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地域消滅の危機をチャンスへ換える2

万里長城（2000年、2000m）
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持続可能な地域社会創造に向けて（森林未来都市）3

①経済→森林総合産業

森林資源を余すことなく使う
■林業（生産）×林産業（加工）×森林
バイオマス産業等（需要）＝森林総
合産業

■森林文化創造
✔15年一貫の森林環境教育など

ｚ

③社会→超高齢化社会対応

限界集落再生モデル創造
■一の橋集落の再生
✔人口約100人、高齢化率52.6%

■経済×環境×社会の好循環化で再生へ
✔地域資源活用型新産業
✔エネルギー自給、環境配慮住宅
✔集住化、自律型コミュニティ

②環境→エネルギー自給

森林バイオマス熱電併給
■現在
✔熱自給率：45%
✔公共施設自給率：60%   

■将来
✔電熱自給率：100%

☆地域資源である森林を最大限に活かす（森林共生社会）
☆’08年 環境モデル都市（経済×環境）※森林の多面的機能活用
☆’11年 環境未来都市（経済×環境×社会）
※環境未来都市（内閣府）～横浜市・北九州市・富山市・柏市・下川町

21世紀の人類共通の課題である環境や超高齢化対応等に関し、社会
経済システム・まちづくりなどにおいて、世界に類のない成功事例を
創出し、我が国全体の持続可能な経済社会の発展の実現を目指す。

［森林未来都市コンセプト］
■豊かな森林環境に囲まれ、森林で豊かな収入を得、森林で学び、遊び、心身を健康に養い、木に包まれた
心豊かな生活をおくることができる町
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森林総合産業・エネルギー自給
～経済・環境～

☆我が国は世界有数の森林国（先進国では世界第３位の森林大国）。森林面積は国土面積の３分の２
☆木材自給率33.3％（2/3は輸入、資源基盤はあるが活かされきれていない）
☆植林→育林→伐採→植林の不循環、土砂災害が起きやすくなったり、ＣＯ２吸収機能が低下など

☆我が国のエネルギー自給率は６％。OECD加盟34か国中、２番目に低い水準
☆電力についても、発電のためのエネルギー源を海外からの化石燃料に依存。東日本大震災以降、その割

合は急激に高くなり、第一次石油ショック時よりも厳しい状況



循環型森林経営

需要

ゼロエミッション
木材加工

森林バイオマス熱電併給施設

林地残材等

市街地
（住宅・事業所
・公共施設等）
高性能健康住宅
・新築、改修

エネルギー自給

コンパクトタウン

森林サービス業

ＦＳＣ認証木材生産

森林環境教育（学び）・森林セルフケア（健康・癒し）

経済 → 産業活性化（域内生産額（GRP）215億円＋28億円）、雇用創出（＋100人）
社会 → 持続可能な都市基盤、レジリエンス、健康寿命延伸、地域教育
環境 → ＣＯ２削減・吸収、自然資本（森林保全、生物多様性など）

統合性

15陸の豊かさ
を守ろう

12つくる責任
つかう責任

7エネルギーをみんなにそし
てクリーンに

13気候変動に具体的な対策を

9産業と技術革新の基盤をつくろう
11住み続けられるまちづくりを

3すべての人に健康と福祉を
4質の高い教育をみんなに

8働きがいも経済成長も
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伐→植→育→伐→

森林総合産業の構築

森林バイオマス原料製造施設



’08～環境モデル都市
‘11～環境未来都市構想
‘13～バイオマス産業都市
’14～地域活性化モデルケース

国内動向
’14～
地方創生総合戦略

国際動向
’15～
持続可能な開発目標

’17～
SDGs未来都市へ

持続可能
地域社会

経済

社会環境

持続可能な地域社会
・誰もが暮らしたいまち
・誰もが活力あるまち

☆「環境未来都市」の発展形が
「SDGs未来都市」
（経済・社会・環境の統合的解決）

2.SDGs未来都市計画（’17～）
（新下川町総合計画に組み込み）

①原則論⇒未来都市コンセプト
■現在は道半ば

②国内動向⇒地方創生
■環境未来都市の取組みは、地方創生
のトップランナー、地方創生モデルへ

③国際動向⇒SDGs
■「環境未来都市」を追及し「持続する地

域」を実現することがSDGsへの寄与・
貢献（SDGsは地域活性化のツール）

1.環境未来都市計画（’12～’16）

■人口減少が緩和。経済情勢の影響を受け
る「社会動態（転入・転出）」の減少が
緩和（最近5カ年では社会増の年も）

■再エネによる地域熱自給率が45％へ
公共施設の熱自給率は64.1％

■H28年個人住民税がH22年比+16.1%

⇒持続可能な地域社会の「芽」が出た段階
SDGsを取り入れステップアップ
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森林総
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超高齢化
社会対応

「環境未来都市」から「SDGs未来都市」へ
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